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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公開番号】特開2006-67567(P2006-67567A)
【公開日】平成18年3月9日(2006.3.9)
【年通号数】公開・登録公報2006-010
【出願番号】特願2005-216360(P2005-216360)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｃ   1/14     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ   7/03     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ  13/93     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｃ   1/14    　　　　
   Ｇ０１Ｓ   7/03    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｓ   7/28    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｓ  13/93    　　　Ｓ
   Ｇ０１Ｓ  13/93    　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｋ   7/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月17日(2007.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波信号を伝送する２つの高周波用伝送線路の間に設けられ、一方の前記高周波用伝
送線路から入力された前記高周波信号を変調して他方の前記高周波用伝送線路に出力する
高周波変調用素子と、
　前記高周波変調用素子に接続され、該高周波変調用素子に流れるバイアス電流を調節す
る可変抵抗器を有するバイアス供給回路とを具備することを特徴とする振幅変調器。
【請求項２】
　前記可変抵抗器は、トリマブルチップ抵抗であることを特徴とする請求項１記載の振幅
変調器。
【請求項３】
　前記可変抵抗器は、トリマポテンショメータであることを特徴とする請求項１記載の振
幅変調器。
【請求項４】
　前記高周波変調用素子は、ＰＩＮダイオードであることを特徴とする請求項１記載の振
幅変調器。
【請求項５】
　入力端を有する入力側高周波用伝送線路と、
　出力端をそれぞれ有する２つの出力側高周波用伝送線路と、
　前記入力側高周波用伝送線路と一方の出力側高周波用伝送線路との間、ならびに前記入
力側高周波用伝送線路と他方の出力側高周波用伝送線路との間のそれぞれに設けられるＰ
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ＩＮダイオードと、
　前記各ＰＩＮダイオードのそれぞれにバイアス電圧を供給するバイアス供給回路であっ
て、前記ＰＩＮダイオードに流れるバイアス電流を調節する可変抵抗器を有するバイアス
供給回路とを具備することを特徴とする切替えスイッチ。
【請求項６】
　前記可変抵抗器は、トリマブルチップ抵抗であることを特徴とする請求項５記載の切替
えスイッチ。
【請求項７】
　高周波信号を発生する高周波発振器と、
　２つの出力端を有し、前記高周波発振器に接続され、前記高周波信号を分岐して一方の
出力端と他方の出力端とに出力する分岐器と、
　前記一方の出力端に前記一方の高周波用伝送線路が接続され、前記一方の高周波用伝送
線路から入力された前記高周波信号を変調して前記他方の高周波用伝送線路に送信用高周
波信号を出力する、請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の振幅変調器と、
　第１の端子，第２の端子および第３の端子を有し、この順に一つの端子から入力された
高周波信号を隣接する次の端子より出力するとともに、前記変調器の出力が前記第１の端
子に入力される信号分離器と、
　この信号分離器の前記第２の端子に接続された送受信アンテナと、
　前記分岐器の前記他方の出力端と前記信号分離器の前記第３の端子との間に接続され、
前記他方の出力端に分岐された高周波信号と前記送受信アンテナで受信した高周波信号と
を混合して中間周波信号を出力するミキサーとを具備することを特徴とする高周波送受信
器。
【請求項８】
　高周波信号を発生する高周波発振器と、
　２つの出力端を有し、前記高周波発振器に接続され、前記高周波信号を分岐して一方の
出力端と他方の出力端とに出力する分岐器と、
　前記一方の出力端に前記一方の高周波用伝送線路が接続され、前記一方の高周波用伝送
線路から入力された前記高周波信号を変調して前記他方の高周波用伝送線路に送信用高周
波
　信号を出力する、請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の振幅変調器と、
　入力端子と出力端子とを有し、前記振幅変調器の前記他方の高周波用伝送線路に前記入
力端子が接続され、前記入力端子側から前記出力端子側へ前記送信用高周波信号を透過さ
せるアイソレータと、
　このアイソレータに接続された送信アンテナと、
　前記分岐器の前記他方の出力端側に接続された受信アンテナと、
　前記分岐器の前記他方の出力端と前記受信アンテナとの間に接続され、前記他方の出力
端に分岐された高周波信号と前記受信アンテナで受信した高周波信号とを混合して中間周
波信号を出力するミキサーとを具備することを特徴とする高周波送受信器。
【請求項９】
　高周波信号を発生する高周波発振器と、
　この高周波発振器に前記入力端が接続され、前記高周波発振器から与えられた前記高周
波信号を、前記一方の出力側高周波用伝送線路および前記他方の出力側高周波用伝送線路
から選択的に出力する請求項５または請求項６記載の切替えスイッチと、
　第１の端子、第２の端子および第３の端子を有し、前記第１の端子に前記切替えスイッ
チの前記一方の出力側高周波用伝送線路の出力端が接続され、前記第１の端子から入力さ
れた前記高周波信号を前記第２の端子から出力し、前記第２の端子に入力された高周波信
号を前記第３の端子から出力する信号分離器と、
　前記第２の端子に接続された送受信アンテナと、
　前記切替えスイッチの前記他方の出力側高周波用伝送線路の出力端と、前記第３の端子
とに接続され、前記他方の出力側高周波用伝送線路の出力端から出力された高周波信号と
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、前記送受信アンテナで受信した高周波信号とを混合して中間周波信号を出力するミキサ
ーとを具備することを特徴とする高周波送受信器。
【請求項１０】
　高周波信号を発生する高周波発振器と、
　この高周波発振器に前記入力端が接続され、前記高周波発振器から与えられた前記高周
波信号を、前記一方の出力側高周波用伝送線路および前記他方の出力側高周波用伝送線路
から選択的に出力する請求項５または請求項６記載の切替えスイッチと、
　前記一方の出力側高周波用伝送線路の出力端に接続された送信アンテナと、
　受信アンテナと、
　前記切替えスイッチの前記他方の出力側高周波用伝送線路の出力端と前記受信アンテナ
とに接続され、前記他方の出力側高周波用伝送線路の出力端から出力された高周波信号と
前記受信アンテナで受信した高周波信号とを混合して中間周波信号を出力するミキサーと
を具備することを特徴とする高周波送受信器。
【請求項１１】
　請求項７乃至請求項10のいずれかに記載の高周波送受信器と、この高周波送受信器から
出力される前記中間周波信号を処理して探知対象物までの距離情報を検出する距離情報検
出器とを具備することを特徴とするレーダ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】振幅変調器、切替えスイッチ、それを具備する高周波送受信器およびレー
ダ装置
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